
第１回道路陥没防止に関する連絡会議

日時 令和７年３月５日（水）

時間 午前 10時 00 分～11 時 00 分

場所 県庁別館９階特別第１会議室

１ 開会

増井副知事挨拶

２ 議事

(1) 近年の道路陥没発生状況について

・八潮市陥没事故の概要 （生活排水課）

・県内の道路陥没事例 （道路保全課）

(2) 道路及び道路埋設施設の管理状況について

(3) 八潮市陥没事故を受けた対応について

(4）意見交換

３ その他
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「道路陥没防止に関する連絡会議」出席者名簿 
  

 

（構成員） 

 

    

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ○：会長 

 

（オブザーバー） 
 

区分 分野 部局名 出席者 備考 

 
 
 
 
道 
 
 
路 

林道 

くらし・環境部 
環境ふれあい課 

課長 中山 淳也 
 

経済産業部 
森林整備課 

課長 寺澤 暢 
 

農道等 経済産業部 
農地整備課 

課長 太田 千博 
 

道路 交通基盤部 
○道路保全課 

課長 西原 宏昌 
 

護岸・河川管理道路 交通基盤部 
河川海岸整備課 

課長 百瀬 尚至 
 

臨港道路 

交通基盤部 
港湾整備課 

課長 原田 佳和 
 

交通基盤部 
漁港整備課 

課長 石井 哲 
 

 
占 
用 
物 

上水道 くらし・環境部 
水資源課 

課長 多米 和彦 
 

下水道 交通基盤部 
生活排水課 

課長 永野 大輔 
 

工業用水道等 企業局 
水道企画課 

課長 小南 嘉宏 
 

その他 インフラ長寿命化 交通基盤部 
建設政策課 

課長 木村 丈尚 
 

区分 分野 部局名 出席者 備考 

その他 ＤＸ推進 知事直轄組織 
デジタル戦略課 

課長 曽根 英明 
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日時 令和７年３月５日（水） 10：00～11：00

場所 静岡県庁別館９階　特別第１会議室

第１回「道路陥没防止に関する連絡会議」座席表

司会・事務局

森林整備課長

増井副知事

漁港整備課長

農地整備課長

港湾整備課長　　　

河川海岸整備課
長

道路保全課長

建設政策課長

オブザーバー

デジタル戦略課長

水道企画課長

水資源課長

生活排水課長

環境ふれあい課

報
　
道
　
関
　
係
　
者
　
席

道路保全課長
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配付資料一覧

番号 内 容

資料１ 道路陥没防止に関する連絡会議設置趣旨

資料２ 道路陥没防止に関する連絡会議規約

資料３ 八潮市陥没事故の概要と対応について （生活排水課）

資料４ 県管理道路における道路陥没の発生状況一覧 （道路保全課）

資料５ Ｒ６道路陥没の事例（県道富士根停車場線、国道 136 号）（道路保全課）

資料６ 道路及び道路埋設施設の管理状況等

資料７ 下水道施設の管理状況 （生活排水課）

資料８
道路陥没事故に伴う緊急調査（路面下空洞調査）の実施について

（道路保全課）

資料９
ＡＩを活用した漏水管理システム（天地人コンパス宇宙水道局）

（水資源課）

資料 10 水道管の健全度診断に係るＡＩ技術の導入（企業局水道企画課）

資料 11 道路陥没事故防止に向けた基礎データ（取組みイメージ図）

参考 道路法の規定
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道路陥没防止に関する連絡会議

設置趣旨

令和７年１月28日に埼玉県八潮市で大規模な道路陥没事故が発生し、

男性１人が乗ったトラックが転落した。原因は、老朽化した下水道管の

腐食により、破損した部分に大量の土砂が流入し、路面下に空洞ができ

たものによると考えられている。また、静岡県内においても、令和７年

２月17日に富士宮市の県道で道路横断排水管の老朽化による漏水により

路面が陥没する事故が発生している。

今後、上下水道管などのインフラ施設の老朽化が進行し、道路陥没の

危険性が高まっていることから、道路管理者側と占用者側が一体となっ

た対策を講じることが必要である。このため、庁内関係部署が道路陥没

の発生を未然に防ぐための情報共有や連携を図ることを目的として、「道

路陥没防止に関する連絡会議」を設置する。

資料１
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道路陥没防止に関する連絡会議規約

（目的）

第１条 上下水道管等のインフラ施設の老朽化に起因する道路陥没が発生した

ことを踏まえて、庁内関係部署が道路陥没の発生を未然に防ぐための情報共

有や連携を図ることを目的として、「道路陥没防止に関する連絡会議」（以下

「連絡会議」という。）」を設置する。

（所管事項）

第２条 連絡会議は、前条の目的を達成するため、次の事項を協議する。

（１）県内道路の陥没等防止の取組を推進するための庁内の連絡及び調整に関

すること

（２）県内道路の陥没等防止のための対策に関すること

（３）道路の陥没等防止のための市町および事業者との連携に関すること

（４）その他道路陥没防止の取組に関し必要と認められる事項に関すること

（構成）

第３条 連絡会議は、別表に掲げる静岡県庁内の道路管理、道路占用等に関わ

る部署の所属長をもって構成する。

（会長）

第４条 連絡会議には、会長を置く。

２ 会長は、交通基盤部道路局道路保全課長をもって充てる。

（会議）

第５条 会議は、会長が招集し、その議長となる。

２ 会長は、必要に応じ、構成員以外の関係課長等を招集することができる。

（事務局）

第６条 事務局は、道路保全課に置く。

（その他）

第７条 この要綱に定めるもののほか、連絡会議の運営に必要な事項は会長が

定める。

資料２
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別表（第３条関係）

（オブザーバー）

知事直轄組織 デジタル戦略課長

部局名 構成員

くらし・環境部 環境ふれあい課長

くらし・環境部 水資源課長

経済産業部 農地整備課長

経済産業部 森林整備課長

交通基盤部 建設政策課長

交通基盤部 道路保全課長

交通基盤部 河川海岸整備課長

交通基盤部 港湾整備課長

交通基盤部 漁港整備課長

交通基盤部 生活排水課長

企業局 水道企画課長
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U R B A N
T i m e z 1

道路陥没防止に関する連絡会議

 八潮市陥没事故の概要と対応について

　　　　　（１）八潮市陥没事故の概要

　　　　　（２）国の対応

令和７年３月５日（水）
静岡県交通基盤部都市局生活排水課

資料３
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U R B A N
T i m e z 2

(１)　埼玉県八潮市における道路陥没事故の概要

(１)-１　埼玉県の陥没事故の現況

出典：国土交通省（下水道等に起因する大規模な道路陥没事故を踏まえた対策検討委員会

-10-



U R B A N
T i m e z 3

(１)　埼玉県八潮市における道路陥没事故の概要

(１)-２　陥没箇所の流域下水道管路の特徴①

出典：国土交通省（下水道等に起因する大規模な道路陥没事故を踏まえた対策検討委員会
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U R B A N
T i m e z 4

(１)　埼玉県八潮市における道路陥没事故の概要

(１)-３　陥没箇所の流域下水道管路の特徴②

出典：国土交通省（下水道等に起因する大規模な道路陥没事故を踏まえた対策検討委員会
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U R B A N
T i m e z 5

(１)　埼玉県八潮市における道路陥没事故の概要

(１)-４　下水道管路の腐食と道路陥没のメカニズム

出典：国土交通省（下水道等に起因する大規模な道路陥没事故を踏まえた対策検討委員会
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U R B A N
T i m e z 6

(１)　埼玉県八潮市における道路陥没事故の概要

(１)-５　維持修繕基準（法定点検）

出典：国土交通省（下水道等に起因する大規模な道路陥没事故を踏まえた対策検討委員会
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U R B A N
T i m e z 7

(１)　埼玉県八潮市における道路陥没事故の概要

(１)-６　下水道管路の調査結果に基づく緊急度判定フロー

出典：国土交通省（下水道等に起因する大規模な道路陥没事故を踏まえた対策検討委員会
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U R B A N
T i m e z 8

(１)　埼玉県八潮市における道路陥没事故の概要

(１)-７　管路の調査結果に基づく診断の詳細

出典：国土交通省（下水道等に起因する大規模な道路陥没事故を踏まえた対策検討委員会
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U R B A N
T i m e z 9

(２)　国の対応について

(２)-１　下水道管路施設に対する緊急点検の要請

〈緊急点検の対象〉
　　流域下水道管理者が管理する
　　晴天時１日最大処理量300,000ｍ3／日以上の
　　大規模な下水処理場に接続する
　　口径2,000mm以上の下水道管路

〈そのほかの要請〉
　　各下水道管理者に対し、
　　維持修繕基準に基づいた適切な時期の点検、補修
　　など適切な施設管理の引き続きの徹底
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U R B A N
T i m e z 10

(２)　国の対応について

(２)-２　対策検討委員会の設置

「下水道等に起因する大規模な道路陥没事故を踏まえた
　対策検討委員会」
　　　　　　　（委員長：家田仁　政策研究大学院大学特別教授）

〈論点〉
　①重点的に点検を行う対象や頻度、技術など点検のあり方
　②道路管理者をはじめとする他の管理者とのリスク共有等のあり方
　③事故発生時の対応
　④今後の施設の維持更新や再構築とそれらを支える制度のあり方

〈予定〉
　　埼玉県における道路陥没事故の原因究明を踏まえ検討
　　　令和７年　春頃　中間とりまとめ
　　　　　　　　夏頃　最終とりまとめ
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○令和７年２月17日午後４時頃、県道富士根停車場線 富士宮市小泉において路面陥没(車道部)が発生

県道富士根停車場線（富士宮市小泉）の道路陥没について

　・陥没規模：延長0.8ｍ、幅0.6ｍ、深さ1.3ｍ
　・人身物損：なし
　・交通規制：開始 ２月17日　16：00
　　(通行止)　解除 ２月18日　18：00 [26時間]
　・発　　見：巡回中の警察官からの通報

　・R7.3月下旬に横断側溝を設置予定

　・2/18 横断排水管の撤去、流末部を隣接側溝に
　　　　 接続して交通開放

撮影 2/17 17:00

横断排水管φ40cm

至国道139号

陥没状況全 景

陥没箇所

横断排水管の状況（腐食）掘削調査確認状況 陶管破損状況

Ｒ６事例①

陥没概要 応急復旧

本復旧

陥没箇所

撮影 2/18 14:00

至国道139号

○原因は、道路横断排水管(陶管･県管理)が老朽化により接続部が漏水して排水管内に周辺土砂が流入し、
　路面下が空洞化して陥没

《富士土木事務所実施》

《富士土木事務所実施》

0.6m

0.8m

深さ1.3m側溝40cm×50cm集水桝

90cm×90cm×120cm

《平面図》

道路横断排水管

Φ40cm L=8.2m

300×300

富士根南小学校

至
国道
139号

県道富士根停車場線

陥没箇所

久遠寺川

延長0.8ｍ
幅　0.6ｍ
深さ1.3ｍ

至富士山

R7.3.5 道路保全課

資料５
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○令和６年６月22日午後２時30分頃、国道136号(下り線)伊豆市大平において路面陥没(車道部)が発生

国道１３６号（伊豆市大平）の道路陥没について

　・陥没規模：延長6ｍ、幅5.5ｍ、深さ5.5ｍ
　・人身物損：なし
　・交通規制：開始 ６月22日　14：30

　  (通行止)  解除 ６月27日　17：00 [120時間30分]
　・交 通 量：6,621台/24ｈ（R3交通センサス）
　・発　　見：付近住民からの通報

　　　
　・R6　補修設計
　・R7　本復旧工事

Ｒ６事例②

陥没箇所

撮影R6.6.22 5.5m

6m

深さ5.5m
至 下田

横断水路

至 下田

横断水路内（破損部）

2.0m

1.2m

横断水路

破損

《平面図》

陥没概要 応急復旧

本復旧

陥没状況全 景

陥没箇所

　・6/27横断水路破損部周辺の補修等を実施して
　　　　交通開放

○原因は、道路横断河川(石積トンネル･伊豆市管理)が老朽化により壊れて水路内に周辺土砂が流入し、
　路面下が空洞化して陥没

《伊豆市実施》

《沼津土木事務所実施》

撮影R6.6.22

横
断
水
路

掘削調査確認状況

破 損
至 下田

至 伊豆の国市

コ
ル

ゲ
ー

ト
パ

イ
プ

　
　

　
　

　
L=

4
7m

石
積

L=
6
m

道路横断水路
(石積トンネル)

陥没箇所136

国
道

号 延長　6ｍ

幅　5.5ｍ

深さ5.5ｍ

幅1.2m×高2.0m　L=14m

（市道）
（市道）

(普)
 安
 竹
 川

R7.3.5 道路保全課
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頻度 内容 方法 有・無 内容

月1～12
回、豪雨
後等

パトロールにおいて路面
異常箇所を確認

指定管理
者、協議
会、直営

５年１回
個別施設計画の点検と併
せて、路面異常箇所等を
確認

委託・直営

管理者の
市町によ
る頻度

管理者の市町が、路面異
常の有無を目視点検等

管理者の市
町による方
法

同上 同上 同上

月３回
道路パトロールにおいて
路面異常箇所を確認

直営

１回/５年
路面性状（ひび割れ、わ
だち掘れ、IRI)を計測

委託

年１回 堤防の変状等の目視点検
徒歩、車両
の併用

同上 同上 同上

月１回以
上

・港湾施設パトロールに
おいて、臨港道路の路面
異常個所を確認
・異常気象後に臨時パト
ロールを実施

直営

１回/５年
路面性状（ひび割れ、わ
だち掘れ、IRI）を計測

委託

月1回以上

・漁港施設パトロールに
おいて、臨港道路の路面
異常箇所を確認
・異常気象後にパトロー
ルを実施

直営

1回/5年
路面性状（ひび割れ、わ
だち掘れ）を計測

委託

道路及び道路埋設施設の管理状況等
点検状況

（上段：通常時）
（下段：定期点検）

八潮市の道路陥没事故を受けた対応
課名 施設名

事故発生状況
（R6)

施設管理における
課題

備考

森林整備
課

林道 無

県有林内の路線
を除き、施設管
理は市町と森林
組合であるが、
陥没事故の報告
は入っていな
い。

今のところ、今回の
事故を受けて、管理
者に対して点検等の
統一的な対応は依頼
していないため、状
況は把握していな
い。

環境ふれ
あい課

林道 有
県及び指定管理者等と
の合同パトロールを実
施予定

無

点検の頻度や方法
は、農道を管理す
る各市町によるも
のとなっている。

道路保全
課

道路 有

第１次緊急輸送のうち
県が管理している国道
を対象に緊急的に路面
下空洞調査を実施

道路横断管渠が
原因の道路陥没
が7件発生

口径150mm以上
道路横断管渠の位
置は道路台帳で把
握できるが、未記
載の管渠も確認さ
れている。

道路横断管渠の座標
は保有していない。

農地整備
課

農道 無

管理者の市町か
ら陥没事故の報
告は入っていな
い

目視点検である
と、早期発見が困
難である。

河川区域内は埋設物
の縦断占用を認めて

いない。

港湾整備
課

臨港道路 有

・直近の２年間に発生
した道路陥没の履歴調
査を実施
・今後、路面下空洞調
査の実施を検討

道路埋設函渠が
原因とみられる
道路陥没が２件
発生

占用物件の有無
（種別・住所等）
については台帳で
把握しているが、
詳細な位置情報等
が整理されていな
い。

陥没箇所発見日
・7/11̲清水港
（7/22補修）
・9/3̲浜名港（9/4
補修）

河川海岸
整備課

河川管
理道路

有

引き続き、河川パト
ロールの中で点検を実
施し、河川の陥没事故
を未然に防止してい
く。

兼用護岸からの
吸出しが原因と
みられる道路陥
没が１件発生

占用物件有無（種
別・住所）につい
ては台帳上把握し
ているが、詳細な
位置情報等が整理
されていない。

陥没箇所発見日
・12/3̲焼津漁港
（12/4補修）

漁港整備
課

臨港道路 有

・過去２箇年内に発生
した路面陥没の履歴調
査を実施
・今後、路面下空洞調
査の実施を検討

護岸目地からの
吸出しが原因と
思われる陥没が
1件発生

資料６

-23-



頻度 内容 方法 有・ 無 内容

水道事業体に

よる

(※)市町等水道事業体

が実施

・ 配水区ごと に供給

水量を把握し 、 不自

然に使用量が増加し

ている場合には、 漏

水の有無を確認し て

いる。

直営または

委託

水道事業体に

よる

(※)市町等水道事業体

が実施

・ 音聴棒、 データ ロ

ガ式や振幅式等によ

り 漏水調査を実施。

・ 最近では、 衛星画

像やＡ Ｉ を用いたリ

スク 評価を導入し て

いる市町あり 。

直営または

委託

管理者（ 市

町、 土地改良

区等） によ る

頻度

管理者（ 市町、 土地

改良区等） が、 用水

の通水に異常がない

か、 漏水の有無等の

点検調査

管理者（ 市

町、 土地改

良区等） に

よる 方法

同上 同上 同上

２ 回／月

管路が埋設さ れてい

る道路上の舗装面の

点検

目視

（ 直営、 委

託)

５ 年に一度 管路内点検

目視及び管

口カ メ ラ

(委託)

月2回

管路パト ロールにて

主に車両から の目視

点検

直営

月1回

管路パト ロールにて

主に車両から の目視

点検

委託

道路及び道路埋設施設の管理状況等
点検状況 

（ 上段： 通常時）

（ 下段： 定期点検）

八潮市の道路陥没事故を 受けた対応

課名 施設名
事故発生状況

（ R6)

施設管理におけ

る 課題
備考

水資源課 上水道管 有

・ 今月開催する「 静岡

県水道広域連携全体会

議」 の席で、 各市町等

水道事業体に対し て注

意喚起する。

・ 引き 続き 、 各水道事

業者に対し て、 定期的

な漏水調査や老朽化し

た水道管の更新を 行

い、 事故の未然防止に

努めるよう 指導する。

県道におい

て、 水道管の

漏水が原因と

思われる陥没

事故が１ 件発

生

・ 人口減少等の

影響により 水道

収益が低下し て

いる。

・ 水道施設の老

朽化に伴う 更新

需要が増大し て

いる。

・ 費用面や人員

不足等の問題か

ら 頻度良く 把握

できていない市

町等がある。

(※)

水道事業の認可

には、 国土交通

大臣認可と 知事

認可があり 、 知

事認可について

は、 県が指導権

限を 有し てい

る。

農地整備

課
農業用水管 有

管径φ800以上の農業用

水管が埋設さ れている

路線（ 国・ 県・ 市町

道） について、 農業用

水管の管理者（ 市町、

土地改良区等） が、 目

視による緊急点検を実

施し ている。 （ 期限

3/28）

※管径φ800以上の農業

用水管は、 農道に埋設

さ れていない。

県単復旧事業

で対応し た道

路施設の漏水

事故は14件

埋設位置は施設

台帳等で確認で

き るが、 管路は

地下埋設物であ

り 路面から 異状

は確認でき な

い。 （ 漏水等は

路面水で確認）

生活排水

課

下水道管

(県施設)
有

・ 道路上から 目視＋マ

ンホール内目視（ 管口

カ メ ラ 含む）

０ 件

・ 構造上、 水量

の調整が難し い

・ 場所により 点

検手法、 工法に

制約がある

・ 人孔内へ降り

る には送風等安

全確保の仮設が

必要

・ 静岡県GIS上

の管路の線から

概ねXY座標は

把握可能

・ 腐食の恐れが

大き い箇所の座

標について調査

中

企業局

水道企画

課

上水道管

工業用水管
有

通常の管路パト ロ ール

において、 道路陥没の

兆候（ 漏水にじ み出

し 、 路面の凹みやク

ラ ッ ク 等） を 重点的に

点検するよう 強化し

た。

道路埋設管に

おける漏水事

故６ 件

概ねの埋設位置

は管路台帳で確

認でき るが、 埋

設管の異常の有

無は、 路面から

では確認困難。

R4,5に水道管路

３ 次元モデル化

を試行し た管路

300ｍ程度の位

置情報有り 。

資料６
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U R B A N
T i m e z 1

道路陥没防止に関する連絡会議
～下水道施設～

１　下水道施設の管理状況

２　下水道施設における今後の管理

令和７年３月５日（水）
静岡県交通基盤部都市局生活排水課

資料７
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U R B A N
T i m e z 2

１　下水道施設の管理状況

１-１　通常点検（県管理の下水道管路）

法定点検：腐食の恐れの大きい箇所に対する５年に１度の点検
独自点検：上記以外の箇所に対する５年に１度の点検
　　　　　月に２回の路面巡視　

潜行目視調査 カメラ調査 路面巡視
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U R B A N
T i m e z 3

１　下水道施設の管理状況

１-２　緊急点検の結果（県内の下水道管路）

団体数（県を含む）

下水道供用団体 ３０

緊急点検
実施団体

道路上より目視 １５

３０
道路上より目視＋
マンホール内目視
(カメラ含む)

１５

　　県内の下水道管において

　　緊急に対応が必要な異常は
　　見つかっていない。

ストマネ計画で計画的に維持管理・更新
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U R B A N
T i m e z 4

２　下水道施設における今後の管理

２-１　法定点検箇所の座標データ等を調査

　＜目的＞
　　道路上における腐食の恐れが大きい箇所（法定点検箇所）の
　　位置（座標データ）の把握

＜調査内容＞

調査項目 記載内容（記載例など）

　腐食環境 落差・段差の大きい箇所など

　緯度 管路台帳と連携したGISやGoogleMapから抽出

　経度 管路台帳と連携したGISやGoogleMapから抽出

　管径 マンホールに接続する管路等の管径を記載

　管材の材質 鉄筋Co管、ダクタイル鋳鉄管等

　管底高 マンホール接続部等の管底高を記載

　備考　等 座標系等自由記載
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U R B A N
T i m e z 5

２　下水道施設における今後の管理

２-１　法定点検箇所の座標データ等を調査

どのようにデータを利用していけるか、今後道路管理者と調整
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U R B A N
T i m e z 6

２　下水道施設における今後の管理

（参考１）　管路内の点検・調査の技術

出典：国土交通省（下水道等に起因する大規模な道路陥没事故を踏まえた対策検討委員会
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U R B A N
T i m e z 7

２　下水道施設における今後の管理

(参考２)　技術開発

出典：国土交通省（下水道等に起因する大規模な道路陥没事故を踏まえた対策検討委員会
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U R B A N
T i m e z 8

２　下水道施設における今後の管理

(参考３)　空洞調査の技術

出典：国土交通省（下水道等に起因する大規模な道路陥没事故を踏まえた対策検討委員会
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提 供 日 2025/03/03

タイトル 道路陥没事故に伴う緊急調査（路面下空洞調査）を実
施します

担　　当 交通基盤部 道路局道路保全課

連 絡 先 維持舗装班

TEL 054-221-2752

　道路陥没事故に伴う緊急調査（路面下空洞調査）を実施します

　埼玉県八潮市と県内の富士宮市で発生した道路陥没を受け、 第 １ 次
 緊急輸送路 のうち 県 が 管理 している 国道 を 対象 に 緊急調査 （ 路面下空
 洞調査 ） を 実施します。
　今回、緊急調査について、現地説明会を開催します。

１　緊急調査の概要
　（１）調査期間　
　　　・令和７年３月５日（水）～３月28日（金）（予定）
　（２）調査対象　
　　　・第１次緊急輸送路のうち県が管理している国道
　　　・調査区間延長Ｌ＝382km
　　　　※緊急輸送路とは、災害発生時に避難や救助をはじめ、物資
　　　　　提供等の応急活動のために、緊急車両の通行を確保するべ
　　　　　き重要な路線
　（３）調査方法　
　　　・地中レーダ探査車両による走行　

２　現地説明会
　（１）開催日時　
　　　・令和７年３月11日（火）　10：00～11：00
　（２）開催場所　
　　　・静岡県建設技術監理センター敷地内
 　　　（静岡市駿河区用宗１丁目10-1）
　（３）内容
　　　・緊急調査の概要
　　　・調査車両の概要と見学 等
　（４）取材について
　　　・参加希望の方は、３月７日（金）12時までに、道路保全課
　　　　維持舗装班（TEL:054-221-2752）まで連絡をお願いします。
　　　・調査時の取材については、御遠慮願います。
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令和７年３月５日 

 水道管の健全度診断に係るＡＩ技術の導入 

（企業局水道企画課） 
 

１ 要 旨 

高度経済成長期に敷設した水道管（法定耐用年数：40 年）の多くが更新時期を迎え、

水道事業経営の圧迫要因となっていることが全国的な課題となっている。 

本県企業局では、※1 スタートアップが開発したＡＩ技術を活用して、効率的・効果的

に管路の健全度を診断し、更新優先度を判定する県内初の新たな取組を開始した。 

（※1スタートアップ：Fracta Japan㈱） 

 

２ 現状と課題 

 

現  

状 

・ものづくりが盛んな本県では、全国でも有数の規模の工業用水事業を展開す

るなど、企業局の管路は工業用水道、水道合わせて約 750km 

・多くが設置から 40 年以上経過し、本格的な更新時期を迎える 

課  

題 

・該当する全ての管路を短期間に更新することは非現実的 

・優先順位をつける必要があるが、これまでの劣化診断の手法では、管路を露

出させる必要があり、それ自体も膨大な費用と時間に加え、交通規制が必要 
 

３ 取組内容 

人工知能（ＡＩ）を活用した新しい評価技術と、企業局の漏水履歴などを加え、地図

上に劣化状況が判別できるよう可視化した。 

 

 

 

   今後、マスタープランとの整合を図りながら、次期更新計画に診断結果を反映。 
今回のＡＩを活用した技術について、水道事業の関係市町へ情報提供していく。 

（企業局） 

-37-

資料10



令和７年３月５日 

管路台帳の３次元モデル化 

 （企業局水道企画課） 

① これまでは、 

紙ベースの管路台帳による管理 
② 今後は、 

ＤＸによる管路台帳による３次元モデル化 

＜共通＞ 管路布設替工事における新設管路布設 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
平面図、縦断図、横断図による 
管路台帳の整備 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
スマホ等による３次元データの取得 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
  
 

 

・管路台帳の３次元モデル化 

・交通基盤部のデータプラット 

 フォームとの連携 

・水道、下水道、ガス、通信等の

占用事業者への水平展開 

 

 

ガ

ス 
下

水 
通

信 
水

道 

＜メリット＞ 
・埋設管の可視化 
・破損事故の予防効果 

・管路の適正な維持管理 

将来イメージ 

掘削・管設置 測量 設置完了 

管路台帳 

＜改善＞ 

・世界座標で管理 ⇒ 誤差なし！ 

 点群データの点すべてに座標が付与 

・施工許容誤差 ⇒ 台帳に全て反映！ 

＜課題＞ 

・座標で管理 ⇒ 誤差あり 

設計図を台帳としてデータ化 

・施工許容誤差 ⇒ 台帳に未反映 
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●道路陥没事故防止に向けた基礎データ

●３次元点群データプラットフォームへ上下水道管等と路面性状調査結果を紐づけ
ることにより、異常な箇所を確認。

【３次元点群データ】

占用埋設管
横断管

関
係
者
が
一
体
と
な
っ
た
包
括
的
で
適
切
な
管
理

【済】３次元点群データと道路台帳図面
を紐づけ

【STEP 1】上下水道菅、道路横断管の紐づけ

【STEP 2】路面性状調査結果の紐づけ

【路面性状イメージ図】

（取組みイメージ図）

資料11
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○路面性状調査とは、舗装の維持修繕計画立案するために、路面性状（ひび割れ・わだち掘れ・ＩＲＩ※）を
　計測する調査　　　※ＩＲＩとは、路面の凹凸の程度を数字で表したもの

路面性状調査について

《路面性状測定イメージ図》

○県では、専用測定車により、５年に１回の頻度で路面性状を計測している。

R7.3.5 道路保全課

（ニチレキ(株)提供）
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○道路法第 42 条（道路の維持又は修繕）

道路管理者は、道路を常時良好な状態に常時良好な状態に保つよう

に維持し、修繕し、もつて一般交通に支障を及ぼさないように努めな

ければならない。

２ 道路の維持又は修繕に関する技術的基準その他必要な事項は、政

令で定める。

３ 前項の技術的基準は、道路の修繕を効率的に行うための点検に関

する基準を含むものでなければならない。

○道路法第 39 条の８（占用物件の管理）

道路占用者は、国土交通省令で定める基準に従い、道路の占用をし

ている工作物、物件又は施設（以下これらを「占用物件」という。）

の維持管理をしなければならない。

道路管理者の責務

占用者の責務

道路管理者と占用者の連携が重要

参考
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